
１．授業中に「わかりたい！」と思って、先生の話・友達の発表をよく聴くこと。 

２．「わかった！」ことを書き留めること。その時、印象に残るようにすること。（赤ペンを使う等） 

３．授業中のノートやプリントを基に、「向洋ノート」等に書いて、復習をすること。 

毎日の１⇒２⇒３の積み重ねが、中学校で習得すべき学習内容の定着につながるのです。中学校の

各教科で学習する基礎的・基本的事項は、「なりたい自分」になるために必要不可欠な内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

◎「向洋ノート」で家庭学習の習慣を身につけよう！ ～Let’s Try!～ 

先日、学力診断テストを終えた３年生数名が、「理科・社会が思ったよりできなかった。」と、た

め息をつきながらつぶやいていました。１・２年生の時に習ったときは、「わかって」いたし、「覚

えていて」いたのに、すっかり「忘れて」しまったいたというのです。今、学習したことを、自分

のものにする（＝定着させる）ことが大切です！  

「期末考査で〇〇点とる！」という目標を、各教科で立てて、その達成のために、 

《何を》《いつまでに》《どのようにするか》を決めて、取り組んでみましょう！ 

 

◎「令和といにしえを渡る旅 ～日本の古き良き文化を～」 ＜３年生修学旅行＞ 

５月２８日(火)～３０日(木)、３年生は、修学旅行で、京都・奈

良・大阪を巡りました。 

１日目の京都班別研修は、あいにくの雨模様でしたが、清水寺等、

各班で決めた見学地を回りました。どの班も協力して行動するこ

とができており、予定時間に遅れることなく、ゴールのホテルに

帰着しました。２日目は、さわやかに晴れて、金閣寺⇒北野天満

宮⇒東大寺⇒法隆寺の順に回りました。ガイドさんの話を真剣に
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【１年生の掲示板】 

【北野天満宮】 

【２年生の掲示板】 

勉強時間 登山 



【法隆寺】 
聴きながら、しっかり見学していました。

また、奈良公園では、無邪気に鹿と戯れ

る光景も見られました。３日目も好天に

恵まれ、大阪城⇒カップヌードルミュー

ジアムに行きました。２日間、時間とル

ールを守って行動できたご褒美に、大阪

城での買い物が許可されました。 

宿泊は、２日間ともホテルで、朝食・夕

食ともに、バイキングでした。多種類の

料理の中から、食べたい料理を選んで、

満足げに食べている姿が印象的でした。 

「自由時間の部屋の異動は制服」等のルールを、皆が守っていることに、とても感心しました。 

各自が『しおり』を見ながら、声を掛け合って行動する３年生のチームワークは、「北九州Ｎｏ.

１」と言ってもいいと思います。「最高の思い出を皆で作ろう！」・・めあてを達成できましたね。 
 

＜今日の一句（就寝前にしおりに書き留めていました）より＞

【１日目】 

・町歩き ゆかたの姿 初夏感じ（Ｈさん） 

・清水の 舞台から見る 霧雨よ（Ｋさん） 

・雨の中 ｴｸｽｷｭｰｽﾞﾐｰ 声かける（Ｎさん） 

・雨の粒 流れゆくのは 人の波（Ｉさん） 

【２日目】 

・金閣寺 青もみじとの ツーショット（Ｓさん） 

・金閣寺 せんすと一緒に 水の中（Ｙさん） 

・夏空の 鹿と みんなと せんべいと（Ｍさん） 

・いにしえの 心感じた 夏の奈良（Ｍさん） 

【３日目】 

・緑多き 大阪城に 心打つ（Ｍさん） 

・真夏の陽 高くそびえる 大坂城（Ｏさん） 

・いちょうの木でさえ 小さく見える 

 大阪の街（Ｙさん） 

・修学旅行 家族に感謝 ありがとう（Ｏさん） 

◎地域の方々や校区２小学校の児童と連携して「ゴミ０運動」に取り組みました。 

 ５月３０日(木)、１・２年生が、地域の方々・小石小６年生・赤崎

小６年生の児童と一緒に、地域のゴミ拾いをしました。 

ゴミ拾い活動の初めと終わりの会

は、小石小会場は２－１、赤崎小会

場は２－２、向洋中会場は１年生の

生徒が司会進行役を立派に務めま

した。互いにあいさつを交わし、心

を通わせて、地域の美化に取り組みました。 

自分たちの住んでいる地域を、気持ちの良い町にするために、 

ゴミ拾いやあいさつ・・等、できることを積極的に実践していきましょう。  

 

◎茶道を体験しました。～伝統文化を学ぶ～  ＜２年生＞ 

５月３１日（金）、２年生が、茶道裏千家教授：奥平宗朱先生を

講師として、茶道のお点前や様々な所作・作法について学びました。 

お湯を注ぐ音を聴いて、お茶の香りを嗅いで、茶わんを触って、

茶菓子等を愛でて、お茶を味わって・・というように、『五感』を

働かせて、茶の湯の体験をしました。 

一つ一つの所作には意味があることも学びました。物事を深く考

えたり、感じたりすることを大切にしていきたいものです。 

【地域の方と１年生】 

【地域の方と小学生と２年生】 

【お茶を点てる】 


